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リス表退」そのものを否定する議論にも，容易につながるものである( [6] とくに， p. 26 図 1 な











界の政治文化や価値観が， í都市的ではあるが，静態的なもの urban non-dynamicJ ([4] p. 




















































金融の中心のひとつであるJ L , r ヒースロー空港は世界でもっとも乗降客の多い空港のひと




























































接税の徴収業務を委ねた」ために [12] ，税に対する反発が少なく， しかも徴税は断然，効率的
となった。間接税の徴収でも，英仏両国には，徴税能率の点で大差があった。
さらに，イギリスが長期国債の発行に成功したのは，議会の認めた租税による償却ないし利





































事は，イギリスではH ・ J ・ハバカクらが果たし，筆者自身もいくつかの拙い議論を展開した
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